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事務執行概要
総務・専各振興グループ
　（総務担当）

１　私立学校審議会の開催

　　学校法人の設立及び私立学校等の設置、廃止等に関する認可を行うにあたり、意見を聴　くため私立学校審議会を開催した。

　令和２年度私立学校審議会の開催
	
	 　開　催
	  eq \o\ad(開催年月日,　　　　　　　　　　　　)
	  eq \o\ad(諮問件数,　　　　　　　　　　)
	 　開　催
	  eq \o\ad(開催年月日,　　　　　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(諮問件数,　　　　　　　　　　)
	

	
	第１回
	2. 7.30
	８件
	第３回
	3. 3.23
	１５件
	

	
	第２回
	2.12.24
	７件


	-
	-
	-
	

	
	
	
	
	計
	
	３０件
	


　
〔諮問の内訳〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：件
	
	 　　区　　分
	 　　　　　学　　　　校　　　　種　　　　別
	 計
	

	
	
	 高等学校
	 中学校
	 小学校
	 幼稚園
	 専修学校
	 各種学校
	
	

	
	  eq \o\ad(法人設立,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	  eq \o\ad(学校設置,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	  eq \o\ad(設置者変更,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	１
	
	
	
	
	
	１
	

	
	  eq \o\ad(法人の解散,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	１
	１
	

	
	  eq \o\ad(学校廃止,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	２
	
	４
	３
	３
	１２
	

	
	 法人の組織変更
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	  eq \o\ad(課程の設置,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	  eq \o\ad(課程の廃止,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 学科の設置
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 学科の廃止
	１
	
	
	
	
	
	１
	

	
	 学則変更(収容定員)
	６
	２
	
	２
	
	２
	１２
	

	
	 学則変更(広域通信制)
	２
	
	
	
	
	
	２
	

	
	 学則変更(協力校設置)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 学則変更(教育課程変更)
	２
	
	
	
	
	
	２
	

	
	 学則変更(生徒納付金変更)
	１
	
	
	
	
	
	１
	

	
	学則変更(教育区域変更)
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	目的変更
	
	
	
	
	１
	１
	２
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	１３
	４
	
	６
	４
	７
	３４
	


（注）一つの諮問案件に対して、複数の内容が含まれるため、諮問件数と内訳件数とは相違する。
　　　　〔諮問結果〕　適当である。　　　　　　　　　　　　　　　３３件
継続審議とする。　　　　　　　　　　　　　　１件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校法第８条
２　私立学校関係者に対する栄典及び表彰

　　私立の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、専修学校及び各種学校の関係者で功績顕著　なものについて、栄典候補者、文部科学大臣表彰候補者及び憲法記念日知事表彰候補者と　して推薦を行ったほか、教育長表彰を行った。

	
	 　　区　　　　　分
	 　　 eq \o\ad(受彰者,　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	叙位・叙勲
	生存者叙勲　　１人

死亡叙位　　０人
	

	
	褒賞（藍綬）
	０人
	

	
	文部科学大臣表彰
	 　　　　　　　　３人
	

	
	知事表彰
	 　　５月　　　　７人
	

	
	教育長表彰
	１１月　　　１７人
	


　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　位階令

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春秋叙勲候補者推薦要綱及び褒賞条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育者表彰実施要項及び教員表彰実施要綱

（文部科学大臣表彰）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府表彰規則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府私学教育功労者表彰要領

（調整担当）
１　大阪府育英会事業に対する助成
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額

	
	

	
	
	
	
	うち特定財源

	

	
	令和２年度
	581,919千円
	535,778千円
	0円
	

	
	令和元年度
	665,686千円
	619,683千円
	0円
	

	
	平成３０年度
	718,419千円
	671,926千円
	0円
	


　教育の機会均等を図るため、向学心に富みながら経済的理由によって修学の困難な者に対する奨学金の貸付事業等を行う公益財団法人大阪府育英会に対して、同会の運営に要する経費について補助した。
(1)　運営費補助金

       　     483,649,978円
(2)　高等学校等奨学事業費補助返還金　   52,127,719円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　地方自治法第 232条の２

　○　令和２年度　大阪府育英会奨学資金貸付状況　　　　　        〔参　考〕
	区　　　　分
	貸付人員
	貸付金額

	高等学校
	国公立
	新規
	2,820人
	279,165千円

	
	
	継続
	5,527人
	550,811千円

	
	
	
	8,347人
	829,976千円

	
	私　立
	新規
	3,437人
	439,733千円

	
	
	継続
	6,739人
	852,002千円

	
	
	
	10,176人
	1,291,735千円

	
	計
	18,523人
	2,121,711千円

	専修学校
高等課程
	私　立
	新規
	455人
	87,655千円

	
	
	継続
	793人
	133,595千円

	
	
	
	1,248人
	221,250千円

	合　　　　計
	19,771人
	2,342,961千円



  ○　令和２年度　大阪府育英会入学時増額奨学資金貸付状況　　　　      〔参　考〕
	区分
	貸付単価
	貸付人員
	貸付金額

	高等学校
	国公立
	50,000円以内
	1,558人
	77,860千円

	
	私立
	250,000円以内
	2,229人
	524,520千円

	
	計
	
	3,787人
	602,380千円

	専修学校
高等課程
	私立
	250,000円以内
	267人
	64,970千円

	合　　計
	4,054人
	667,350千円


２　大阪府大学修学奨学金の国庫返還
	
	年　度
	予　算　額

	
	

	
	
	
	決　算　額
　　　　　　　　　
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	平成２年度
	15,235千円
	15,235千円
	2,631千円
	

	
	平成元年度
	11,424千円
	11,410千円
	1,138千円
	

	
	平成３０年度
	10,785千円
	10,785千円
	1,973千円
	


　同和対策の一環として実施していた大阪府大学修学奨学金の返還金等のうち、国庫補助金相当分を国に返還した。
(1)　大学修学奨励費補助金返還金　　　　　　　　　　　　　　　　　 15,235,000円
（専各振興担当）
１　私立専修学校、各種学校の認可、届出の受理及び指導

　　学校法人の設立の認可及び私立専修学校、各種学校の設置、廃止、解散の認可等を、私　立学校審議会の意見を聴いて行うとともに、私立専修学校、各種学校に関する各種の届出　事項を受理するほか、私立専修学校、各種学校の管理運営、学校法人化の促進等について　指導助言を行い、健全な育成に努めた。

　令和２年度認可及び届出件数
	(1) 認可等件数
	２９件

	
	法人設立
	１件

	
	法人合併
	　０件

	
	法人解散
	　１件

	
	設置者変更
	　０件

	
	 eq \o\ad(学校設置,　　　　　　　　　　　　)
	２件

	
	 eq \o\ad(学校廃止,　　　　　　　　　　　　)
	　６件

	
	学校閉鎖
	　０件

	
	 eq \o\ad(課程の設置、廃止,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	０件

	
	寄附行為変更
	１５件

	
	目的変更
	　１件

	
	学則変更（収容定員）
	　３件


	(2)届出件数
	３４２件

	
	 eq \o\ad(校長変更,　　　　　　　　　　　　)
	３０件

	
	 eq \o\ad(学則変更,　　　　　　　　　　　　)
	１８４件

	
	 eq \o\ad(名称変更,　　　　　　　　　　　　)
	７件

	
	校地・校舎変更
	２４件

	
	理事長（代表者）変更
	１５件

	
	 eq \o\ad(役員変更,　　　　　　　　　　　　)
	３０件

	
	位置変更
	１件

	
	寄附行為変更
	３件

	
	登記完了
	４７件

	
	休校報告
	１件


根拠法令等　 学校教育法第４、10、13条、130条、131条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第23条、24条の３、27条の３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　私立学校法第５、30、31、45、50、64条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第２条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行規則第２、４、13条
組合等登記令第２、３、６条

２　私立専修学校高等課程の経常費に対する助成

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	1,005,003千円
	959,336千円
	0千円
	

	
	令和元年度
	1,181,102千円
	1,166,684千円
	0千円
	

	
	平成３０年度
	1,237,423千円
	1,175,464千円
	0千円
	


　　私立専修学校の高等課程の教育条件の向上を図り、在学している生徒の修学上の経済的　負担を軽減するとともに、学校経営の安定化を図るため、高等課程を設置する学校法人に　対し、その経常的経費について補助した。

　　この補助は、補助限度額を定め、学校法人会計基準の導入や、教育活動への支出状況等に応じ、一定の基準に基づき配分した。
	
	 　補助対象校
	 　申　請　数
	 　 eq \o\ad(補助件数,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　)
	

	
	17校
	16校
	16件
	959,336千円
	


　　　　　　　　                     根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方自治法第232条の２

３　私立専修学校専門課程質保証・向上事業に対する助成

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	60,000千円
	12,735千円
	0千円
	

	
	令和元年度
	60,000千円
	27,713千円
	0千円
	

	
	平成３０年度
	67,500千円
	30,365千円
	0千円
	


　　私立専修学校の専門課程において、企業等との産学連携の強化、教員の資質向上及び学校関係者評価実施等の推進により、教育内容を充実することで、専修学校の質保証・向上を図るため、申請のあった設置者に対し、企業等との産学連携及び教員研修に要する費用の一部を補助した。
	
	 　補助対象校
	 　申　請　数
	 　 eq \o\ad(補助件数,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　)
	

	
	20校
	20校
	19件
	12,735千円
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方自治法第 232条の２

４　私立外国人学校の経常費に対する助成

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	60,599千円
	60,599千円
	0千円
	

	
	令和元年度
	61,446千円
	61,446千円
	0千円
	

	
	平成３０年度
	60,137千円
	60,137千円
	0千円
	


　　私立外国人学校の教育条件の向上を図り、在学している生徒の修学上の経済的負担を軽　減するため、外国人学校を設置する学校法人に対し、その経常的経費について補助した。
	
	 　補助対象校
	 　申　請　数
	 　 eq \o\ad(補助件数,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　)
	

	
	4校
	4校
	4件
	60,599千円

千円
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方自治法第 232条の２

５　全国を先導する職業教育の展開

　「将来ビジョン・大阪」で掲げた「職業教育ナンバー１」を目指し高等学校や専修学校の生徒に対して職業教育の機会を提供するため、以下の団体の運営費の一部を負担した。


大阪進路支援ネットワーク（負担金）

６  私立学校耐震化緊急対策事業費補助金
	区　分
	補助対象校数
	補助金額

	耐震診断
	0校
	0千円

	耐震改修
	0校
	0千円

	合　　計
	0校
	0千円


私立学校施設の耐震化の現状とその重要性を踏まえ、私立学校施設の耐震化を促進し、生徒の安全確保の取り組みを支援するため、耐震診断、耐震改修工事及び耐震改築工事を行う学校法人等に対し補助を行うもの。
根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地方自治法第 232条の２

７　国庫補助金等交付事務

私立学校に係る私立学校施設整備費補助金等の経由事務は、次のとおりである。

　(1)私立学校施設整備費補助金（私立大学・大学院等教育研究装置施設整備費）

　　　　  ３校
66,840千円

(2)私立大学等研究設備整備費等補助金（私立大学等研究設備等整備費）

　　　　  ６校
29,336千円
(3)学校保健特別対策事業費補助金
     ①感染症対策のためのマスク等購入支援事業

　　　　  １８校
908千円
     ②修学旅行のキャンセル料等支援事業

　　　　  　１校
211千円
     ③学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業

　　　　  １４校
21,171千円
     ④感染症対策等の学校教育活動継続支援事業

　　　　  １１校
7,483千円（うち１校は執行額0円）
(4)私立学校情報機器整備費補助金（遠隔授業活用推進事業）

　　　　  ２４校
46,018千円（うち１校は執行額0円）
８　私立専修学校、各種学校生徒知事賞

　　専修学校、各種学校の生徒で、学業に励み優秀な成果をおさめた者について、卒業時に　知事賞を授与した。
	区　　　　　　分
	受　賞　生　徒　数

	専　修　学　校
	１９９人

	各　種　学　校
	８人

	計
	２０７人


９　私立専修学校専門課程修学支援実証研究事業
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	73,675千円
	0千円
	0千円
	

	
	令和元年度
	20,528千円
	10,857千円
	10,857千円
	

	
	平成３０年度
	13,080千円
	9,081千円
	9,081千円
	


　専門学校生が経済的理由により修学を断念することがないよう、専門学校生に対する経済的支援策について総合的な検討を進めるため、「専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研修事業」を国からの委託事業として実施した。
10　高等教育の修学支援新制度に係る機関要件確認等
(1) 高等教育負担軽減実施体制整備（私立専門学校に係る事務処理体制の整備）

　高等教育の修学支援新制度の円滑な導入・定着を図るため、私立専門学校に係る事務処理体制を構築した。
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	20,792千円
	11,302千円
	11,302千円
	

	
	令和元年度
	18,066千円
	5,508千円
	5,508千円
	

	
	平成３０年度
	―
	―
	―
	


(2) 機関要件の確認

　私立専修学校（専門課程）設置者からの申請に基づき、法令に定める授業料等減免制度の対象となる専門学校の要件（機関要件）を満たしていることを確認した。

	
	年　度
	対　象　校
	申　請　校
	確　認　校
	


	
	令和３年度
	205校
	142校
	142校
	

	
	令和２年度
	204校
	120校
	119校
	


根拠法令　大学等における修学の支援に関する法律
　　　　　第７条第１項及び第２項

(3) 私立専門学校授業料等減免費補助金
　私立専修学校（専門課程）設置者が、法令に定める授業料等減免対象者に対して授業料等の減免を行った費用に対し、補助を行った。
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	4,143,651千円
	4,081,891千円
	2,040,946千円
	


根拠法令　大学等における修学の支援に関する法律
　　　　　第８条第１項及び第10条第１項

小中高振興グループ
　（管理担当）

１　私立小・中・高等学校の認可、届出の受理及び指導
　　学校法人の設立の認可及び私立小・中・高等学校の設置・廃止等、私立小・中・高等学　校に関する各種の認可を、私立学校審議会の意見を聴いて行うとともに、私立小・中・高　等学校に関する各種の届出事項を受理するほか、私立小・中・高等学校の管理運営等につ　いて指導助言を行い、健全な育成に努めた。

令和２年度認可及び届出件数

	(1) 認可件数
	２０件

	
	学校設置
	　　０件

	
	学校廃止
	　　２件

	
	学科設置
	　　０件

	
	学科廃止
	　　０件

	
	設置者変更
	　　０件

	
	学則変更（収容定員）
	　　６件

	
	学則変更（通信制）
	４件

	
	寄附行為変更
	８件

	
	組織変更
	０件


	(2) 届出件数
	２７４件

	
	校長変更
	２２件

	
	位置変更
	　　２件

	
	名称変更
	　　０件

	
	学則変更
	１１１件

	
	校地校舎変更
	　２２件

	
	理事長変更
	　１７件

	
	役員変更
	４５件

	
	登記完了
	　５４件

	
	寄付行為変更
	１件


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　学校教育法第４、10条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第23条、第27条の２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私立学校法第５、30、31、45条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第２条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行規則第２、４、13条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合等登記令第２、３、６条

２　私立小・中・高等学校生徒知事賞

　　私立小学校、中学校、高等学校の児童、生徒で、学業に励み優秀な成果をおさめた者に　ついて、卒業時に知事賞を授与した。

	
	区　　分


	受賞児童生徒数

	

	
	小学校
	 　　　　　　　　　　　４
	

	
	中学校
	 　　　　　　　　　　３５


	

	
	中等教育学校
	　　　　　　　　　　　　１
	

	
	高等学校
	 　　全　日　制　　　８１

 　　通　信　制　　　　８
	

	
	計
	１２９人
	


　（助成担当）
１　私立小・中・高等学校の経常費に対する助成
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	35,956,819千円
	35,954,570千円
	5,402,138千円
	

	
	令和元年度
	35,727,554千円
	35,684,419千円
	5,374,170千円
	

	
	平成３０年度
	36,202,583千円
	36,180,184千円
	5,393,234千円
	


　　学校教育に大きな役割を果たしている私立学校の重要性に鑑み、教育条件の維持向上、

保護者負担の軽減及び経営の健全化を図るとともに、私立小・中・高等学校等の経常的経費について補助した。
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	 eq \o\ad(補助単価,　　　　　　　　　　　　)

	補 助 金 額


	 　 eq \o\ad(配分方法,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	

	
	 高等学校（全日制）　　　96校
	 　　　　　　　円

         311,050
	 　　　　千円

   28,412,319
	 学校の規模や教職員数、生徒数、財務情報等の非公表状況、役員報酬の額等に応じ、一定の基準に基づいて配分


	

	
	中等教育学校     　　　　　1校
	前期   269,747
	    　 99,509
	
	

	
	
	後期   311,050
	
	
	

	
	 中　学　校　　　　　　  61校
	       269,747
	    5,579,431
	
	

	
	 小　学　校　　　    　　17校
	 　　   235,960
	    1,509,437
	
	

	
	 高等学校　狭域通信制　　 7校

広域通信制　　 4校
	平均　　30,295
	      353,874
	
	

	
	合　　計　　  186校
	
	   35,954,570
	
	


根拠法令等　　私立学校振興助成法第９、10条

２　私立高等学校等の教育振興に資する教育活動に対する助成
	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	53,173千円
	52,729千円
	26,364千円

	令和元年度
	53,690千円
	53,409千円
	26,704千円

	平成３０年度
	53,690千円
	53,525千円
	26,763千円


　私立小・中・高等学校が独自の建学の精神に基づき行っている教育の振興を図るととも

に、社会の変化に対応した教育改革に資するため、教育振興に資する教育活動に要する経

費について補助した。

　　補助対象校等　　　多彩な人材の活用等による教育の推進事業　　　　　　１０校

　　　　　　　　　　　教育相談体制の整備事業　　　　　　　　　　　　　１３８校

　　　　　　　　　　　特別支援教育に係る活動の充実事業　　　　　　　　　１１校

根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

３　障がいのある生徒の高校生活支援に対する助成
	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	1,398千円
	70千円
	35千円

	令和元年度
	881千円
	688千円
	344千円

	平成３０年度
	239千円
	239千円
	119千円


　　私立高等学校等において障がいのある生徒の学校生活支援を行うため、学習支援員及び介助員を配置する私立高等学校に対し、その人的配置経費について補助した。
　　補助金交付件数　１件

根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

４  私立学校耐震化緊急対策事業費補助金
	区　分
	補助対象校数
	補助金額

	耐震改修
	6校
	84,102千円

	耐震改築
	2校
	21,896千円

	合　　計
	8校
	105,998千円


私立学校施設の耐震化の現状とその重要性を踏まえ、私立学校施設の耐震化を促進し、生徒の安全確保の取り組みを支援するため、耐震改修工事及び耐震改築工事を行う学校法人等に対し補助した。

根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条　　

５　学校経営推進費補助（高等学校課予算計上）
　　校長の学校マネジメントを強化し、学校の教育目標を達成するため、大阪府教育振興基本計画を踏まえて指定する教育課題に対し、ＰＤＣＡサイクルによる高い効果が見込まれる事業計画を提案する高等学校に対して補助した。

　〔令和２年度支援校決定分（３ヵ年事業）〕

　　参加申請件数　　　０件

　　補助金交付件数　　０件　　　　　　　0円

根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

６　高校生留学支援金（短期派遣）

　　将来の大阪の発展を支える国際的な視野を持った人材を育成するため、外国の高等学校等に留学する者に対して、留学支援金を支給した。

	年　度
	補助対象校数
	
	

	
	
	
	補助金額
	

	
	
	補助人員
	
	うち特定財源

	令和２年度
	0校
	0名
	　　0千円
	　　0千円

	令和元年度
	2校
	32名
	1,824千円
	1,824千円

	平成３０年度
	5校
	65名
	3,900千円
	3,900千円


　　　　　　　　　　　根拠法令等　大阪府高校生留学支援金（短期派遣）交付要綱第３条

７　大阪府私立高等学校等修学旅行等のキャンセル料支援事業費補助金
	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	221,675千円
	26,591千円
	25,000千円


	学校種
	補助対象校数
	補助金額

	小学校
	0校
	0千円

	中学校
	12校
	7,080千円

	高等学校
	20校
	19,511千円

	専修学校（高等課程）
	0校
	0千円

	合　　計
	32校
	26,591千円


令和２年度中に実施を予定していた修学旅行について、新型コロナウイルス感染症の影響により延期又は中止した場合に発生したキャンセル料に係る保護者等の経済的な負担軽減を図るため、本来保護者等が負担することとなる経費を負担した学校法人に対し補助した。

根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条　　

８　国庫補助金等交付事務

　　私立学校に係る理科教育設備整備費等補助金等の経由事務は、次のとおりである。
(1) 理科教育設備整備費等補助金
　　　２１校　　　　　 8,777千円

(2) 私立学校施設整備費補助金（私立学校教育研究装置等施設整備費（私立高等学校等施設高機能化整備費補助））
　　　　　　２１校　　　 1,208,647千円

(3) 私立大学等研究設備整備費等補助金(私立高等学校等ＩＣＴ教育設備整備推進事業費)
　　　　　　２２校　　　　  152,928千円
(4) 私立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金
　　　　　　６５校　　　　　315,425千円

(5) 私立学校情報機器整備費補助金
　　　　　３７校　　　　　109,020千円
(6) 学校保健特別対策事業費補助金
（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）　　　　　１５９校　19,248千円
（修学旅行のキャンセル料等支援事業）　　　　　　　　　　４校　5,761千円

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）１８３校　325,098千円

(7) 私立大学等経常費補助金（私立高等学校等経常費補助（広域の通信制教育の支援））

　　　　　　　４校          122,120千円

　　　　　　　　根拠法令等　　補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律第26条

　　　　　　　　　　　　　　　及び同法施行令第17条
　（授業料等支援担当）
１　私立高等学校等生徒の授業料支援・減免助成

(1)私立高等学校等授業料支援助成
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	13,420,204千円
	13,062,331千円
	2,244千円
	

	
	令和元年度
	19,352,999千円
	19,244,536千円
	4,372千円
	

	
	平成３０年度
	18,295,472千円
	18,209,239千円
	16,030千円
	


　　  私立高等学校等における生徒の就学を容易にし、教育の機会均等を図るため、私立高　　等学校等に在学する府民である生徒に対し、次のとおり学校法人を通じて授業料支援を　　行った。

	区　　分
	補 助 単 価
	補 助 人 員
	補 助 金 額

	全

日

制
	府内校

（96校）
	【令和元年度以降入学生】
204,000円他（Ａ）

481,200円他（Ｂ）

381,200円他（Ｃ）

【平成28年度以降入学生】

184,000円他（Ａ）

361,200円他（Ｂ）

261,200円他（Ｃ）
	人

23,906

11,860

5,164

12,525

5,326
1,400
	円

4,483,566,961

4,110,072,538

876,378,816

2,157,689,307

1,299,940,693
95,084,433

	
	
	計
	　　60,181
	13,022,732,748

	通

信

制
	府内校

（7校）
	【令和元年度以降入学生】

1,532円/単位他（Ａ）

【平成28年度以降入学生】

1,532円/単位他（Ａ）
【平成26年度以降入学生】

　1,532円/単位他（Ａ）

5,220円/単位他（Ｂ）

【平成22年度入学生】

1,532円/単位他（Ａ）
【就学支援金旧制度】

　1,532円/単位他（Ａ）
2,814円/単位他（Ｂ）

5,220円/単位他（Ｃ）


	1,835

897

13

0

1

1

0

0
	25,790,867

13,670,799

　97,547

0

28,896

10,200

0

0

	
	
	計
	2,747
	39,598,309

	合　　計
	62,928
	13,062,331,057


(2)私立専修学校高等課程等授業料支援助成

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	506,420千円
	496,007千円
	551千円
	

	
	令和元年度
	911,761千円
	887,471千円
	50千円
	

	
	平成３０年度
	893,098千円
	889,833千円
	456千円
	


　　  私立専修学校高等課程等における生徒の就学を容易にし、教育の機会均等を図るため、私立専修学校高等課程等に在籍する府民である生徒に対し、次のとおり設置者を通じて

授業料支援を行った。
	区　　分
	補 助 単 価
	補 助 人 員
	補 助 金 額

	専修学校

高等課程等

（28校）
	【令和元年度以降入学生】

204,000円他（Ａ）

481,200円他（Ｂ）

381,200円他（Ｃ）
	人

1,784

335

88
	円

249,384,480

101,541,765

11,771,266

	
	【平成28年度以降入学生】

184,000円他（Ａ）

361,200円他（Ｂ）

261,200円他（Ｃ）
	775

130
28
	103,758,915
27,798,666
1,751,016

	
	計
	3,140
	496,006,108


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

地方自治法第 232条の２
(3)私立小・中・高等学校生徒授業料減免助成
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	33,929千円
	17,439千円
	8,718千円
	

	
	令和元年度
	6,231千円
	3,630千円
	1,815千円
	

	
	平成３０年度
	7,080千円
	7,462千円
	3,730千円
	


　　　保護者等の失職、倒産などの家計急変による経済的理由から授業料の納付が困難とな

った児童・生徒の修学を保障するため、次のとおり学校法人を通じて授業料を減免した。

	
	 　　 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助人員,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	 高等学校
 中学校
小学校
	25人　
22人　

11人　
	6,524,305円
8,146,180円2,768,165円
	

	
	合　　　　計


	58人　


	17,438,650円

	


(4)東日本大震災私立学校等授業料等特別減免助成
（予算額は対象全学種合計額。決算額は私立幼稚園分を除く）
	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	1,351千円
	699千円
	699千円
	

	
	令和元年度
	1,351千円
	1,031千円
	1,031千円
	

	
	平成３０年度
	2,441千円
	669千円
	669千円
	


　　　生徒等の家計支持者が被災者となり、東日本大震災に起因する事情により授業料の納付が困難となった児童・生徒の修学を保障するため、次のとおり学校法人を通じて授業料を減免した。

	
	 　　 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助人員,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	 高等学校
	2人
	 698,840円
	

	
	専修学校高等課程
	 　　　     0 人
	             0 円
	

	
	 　　　合　　　　計
	 　      　 2人
	 698,840円


	


根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条

地方自治法第 232条の２
２　私立高等学校等就学支援金（平成22年4月1日法律施行）
(1)私立高等学校等就学支援金交付金

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	22,181,700千円
	21,075,366千円
	21,073,279千円
	

	
	令和元年度
	14,640,661千円
	14,526,568千円
	14,525,679千円
	

	
	平成３０年度
	14,667,589千円
	14,749,672千円
	14,748,420千円
	


私立高等学校等における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる生徒に代わり代理受領する私立高等学校等の設置者に高等学校等就学支援金を交付した。
【新制度】
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	交付単価（月額）


	生徒数


	 　交　付　金　額


	

	
	全

日

制
	 加算なし
 加算あり

（98校）
	9,900 円

33,000 円
	33,198 人

45,352 人


	3,213,167,900 円

16,068,238,913 円


	

	
	通

信

制
	加算なし

加算あり

（12校）
	4,812 円

12,030 円
 (1単位あたり額)
	 2,665 人

7,212 人


	238,020,239 円
1,465,835,052 円


	

	
	合　　計


	
	88,427 人


	20,985,262,104 円
	


【旧制度】
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	交付単価（月額）


	生徒数


	 　交　付　金　額


	

	
	全

日

制
	一律分
 加算分(2倍)

〃　(1.5倍)

（0校）
	9,900 円

19,800 円
14,850 円
	0人

0人

0人
	0 円

0 円
0 円
	

	
	通

信

制
	一律分

加算分(2倍)

〃　(1.5倍)

（2校）
	4,812 円

9,624 円
7,218 円
(1単位あたり額)
	 21 人

1 人
0 人

	0 円

240,600 円

0 円


	

	
	合　　計


	
	22 人


	240,600 円
	


　　　　　　　　　　根拠法令等　　高等学校等就学支援金の支給に関する法律第６、７条
公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等

　　　　　　　　　　　　　　　　　就学支援金の支給に関する法律第７、８条

　(2) 私立専修学校高等課程等就学支援金交付金

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	1,267,466千円
	1,230,146千円
	1,230,146千円
	

	
	令和元年度
	883,840千円
	816,731千円
	816,731千円
	

	
	平成３０年度
	864,369千円
	860,805千円
	860,805千円
	


私立専修学校高等課程等における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる生徒に代わり代理受領する私立専修学校高等課程等の設置者に高等学校等就学支援金を交付した。
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)
	交付単価（月額）
	生 徒 数
	 　交　付　金　額
	

	
	専修学校高等課程等
 　
加算なし

加算あり

（33校）
	 　   

9,900 円

     33,000 円
	 958 人

 3,140 人
	88,941,600円
1,136,994,333円
合計 1,225,935,933円
	


根拠法令等    高等学校等就学支援金の支給に関する法律第６、７条
公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等

就学支援金の支給に関する法律第７、８条
(3)私立高等学校等就学支援金事務費交付金

就学支援金の支給に関して行う事務の執行に要する費用に充てるため、私立高等学校等の設置者に事務費交付金を交付した。

	年度
	交付対象校数
	交付金額

	令和２年度
	109校
	87,546千円

	令和元年度
	106校
	70,622千円

	平成３０年度
	107校
	109,361千円


　　　　　　根拠法令等　　大阪府私立高等学校等就学支援金事務費交付金交付要綱第３条
(4) 私立専修学校高等課程等就学支援金事務費交付金

就学支援金の支給に関して行う事務の執行に要する費用に充てるため、私立専修学校高等課程等の設置者に事務費交付金を交付した。

	年度
	補助対象校数
	補助金額

	令和２年度
	30校
	4,210千円

	令和元年度
	33校
	3,418千円

	平成３０年度
	34校
	5,515千円


　　　　　　根拠法令等　　大阪府私立高等学校等就学支援金事務費交付金交付要綱第３条

３　私立高等学校等学び直し支援金
(1) 私立高等学校等学び直し支援金

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	26,193千円
	25,115千円
	25,115千円
	

	
	令和元年度
	44,938千円
	36,359千円
	36,359千円
	

	
	平成３０年度
	42,855千円
	35,011千円
	35,011千円
	


私立高等学校等における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる生徒

　に代わり代理受領する私立高等学校等の設置者に私立高等学校等学び直し支援金を交付

した。
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	交付単価（月額）


	生徒数


	 　交　付　金　額


	

	
	全

日

制
	加算なし
加算あり
（5校）
	9,900 円

24,750 円
	1 人
　　4 人
	69,300 円
792,000円
	

	
	通信

制
	加算なし
加算あり
（9校）
	4,812 円

12,030 円
(1単位あたり額)
	44 人
175 人

	2,276,956 円
21,976,130円
	

	
	合　　計


	
	224 人


	 　   25,114,386 円
	


根拠法令等　　高等学校等修学支援事業費補助金（学び直しへの支援）交付要綱第３条
　　　　　　　　　大阪府私立高等学校等学び直し支援金交付要綱第４条
(2) 私立専修学校高等課程等学び直し支援金

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	8,705千円
	6,984千円
	6,984千円
	

	
	令和元年度
	7,901千円
	5,475千円
	5,475千円
	

	
	平成３０年度
	8,594千円
	6,641千円
	6,641千円
	


私立専修学校高等課程等における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる生徒に代わり代理受領する私立専修学校高等課程等の設置者に私立学校等学び直し支援金を交付した。
	
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	交付単価（月額）


	生徒数


	 　交　付　金　額


	

	
	
	加算なし

加算あり

（16校）
	9,900円

24,750円


	7人
32人


	   　   　435,600 円

    　  6,547,667 円


	

	
	合　　計


	
	39人


	6,983,267 円
	


根拠法令等　　高等学校等就学支援事業費補助金（学び直しへの支援）交付要綱第３条
　　　　　　　　　大阪府私立高等学校等学び直し支援金交付要綱第４条
４　私立高等学校等奨学のための給付金
	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	1,860,832千円
	1,787,895千円
	851,810千円

	令和元年度
	1,632,421千円
	1,413,907千円
	471,302千円

	平成３０年度
	1,503,552千円
	1,484,914千円
	494,971千円


　　私立高等学校等に在学する全ての意志ある生徒が安心して教育を受けられるよう、低所得者世帯の保護者等に奨学のための給付金を支給することにより、高等学校等における教育に係る経済的負担の軽減を図った。
	学校種
	区分
	支給単価
	生徒数
	支給金額
	

	高等学校
（全日制）

（定時制）
	生活保護世帯
	円
	人
	円
	

	
	
	52,600
	1,023
	53,809,800
	

	
	非課税世帯(第1子)
	139,600
	6,664
	930,294,400
	

	
	非課税世帯(第2子)
	160,000
	3,129
	500,640,000
	

	
	家計急変世帯
（第1子）
	-
	146
	18,474,475
	

	
	家計急変世帯
（第2子）
	-
	77
	10,772,500
	

	高等学校
（通信制）
	生活保護世帯
	52,600
	475
	24,985,000
	

	
	非課税世帯
	60,100
	1,698
	102,049,800
	

	
	家計急変世帯
	-
	15
	851,225
	

	専修学校
各種学校
	生活保護世帯
	52,600
	304
	15,990,400
	

	
	非課税世帯(第1子)
	139,600
	660
	92,136,000
	

	
	非課税世帯(第2子)
	160,000
	205
	32,800,000
	

	
	家計急変世帯
（第1子）
	-
	10
	1,078,750
	

	
	家計急変世帯
（第2子）
	-
	6
	887,000
	

	専攻科
	非課税世帯
	60,100
	52
	3,125,200
	

	
	家計急変世帯
	-
	0
	0
	

	合　計
	
	14,464
	1,787,894,550
	


※非課税世帯、家計急変世帯には家庭学習に係るオンライン通信費相当額、新型コロナウイルス感染症の影響による上乗せ給付額を含む。

根拠法令等　高等学校等修学支援事業費補助金（奨学のための給付金）交付要綱第３条

大阪府私立高等学校等奨学のための給付金支給要綱第３条
５　私立中学校等修学支援実証事業費補助金

　　私立の小中学校等に在学する低所得世帯に属する生徒等の教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる保護者等に代わり代理受領する私立小中学校等の設置者に私立中学校等修学支援実証事業費補助金を交付した。
	年　度
	
	

	
	予算額
	決算額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	86,900千円
	85,800千円
	85,800千円

	令和元年度
	91,136千円
	80,200千円
	80,200千円

	平成３０年度
	110,500千円
	109,308千円
	109,308千円


	学校種
	生徒数
	補助金額

	小学校
	 201人
	20,100千円

	中学校
	 657人
	 65,700千円

	合　　計
	 858人
	85,800千円


根拠法令等　　私立中学校等修学支援実証事業費補助金交付要綱第３条

　　　　　　　　　　　　　大阪府私立中学校等修学支援実証事業費補助金交付要綱第４条

６　私立高等学校等専攻科授業料支援金

	
	年　度
	予　算　額
	
	

	
	
	
	決　算　額
	
	

	
	
	
	
	うち特定財源
	

	
	令和２年度
	30,759千円
	28,819千円
	14,409千円
	


私立高等学校等専攻科における教育に係る経済的負担の軽減を図るため、受給権者たる生徒に代わり代理受領する私立高等学校等専攻科の設置者に私立高等学校等専攻科授業料支援金を交付した。
	 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　)

	交付単価（月額）


	生徒数


	 　交　付　金　額



	専攻科
	非課税世帯
非課税世帯に準ずる世帯

（2校）
	35,600 円

17,800 
	52 人

42 人


	20,220,800 円

8,597,400 円



	合計
	
	94 人
	28,818,200 円


７　私立学校退職金給付事業に対する助成

	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	479,117千円
	479,117千円
	0千円

	令和元年度
	458,192千円
	458,192千円
	0千円

	平成３０年度
	451,636千円
	451,636千円
	0千円


私立学校に優秀な教職員を確保し、その定着を図るため、公益財団法人大阪府私学総連合会の退職金給付及び給付積立事業に対して補助した。

　　〔参考〕加入者及び加入人員　　　　　　　　　　   （R3.3.31）

	 　区　　　　分
	 　　加入団体数
	 　　 eq \o\ad(加入教職員数,　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	小・中・高等学校
	88
	
	5,730
	人

	 eq \o\ad(幼稚園,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	379
	
	6,963
	人

	 eq \o\ad(私学団体,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	4
	
	24
	人

	計
	471
	
	12,717
	人


根拠法令等　　地方自治法第232条の２
幼稚園振興グループ
１　私立幼稚園等の認可、届出の受理及び指導
　　学校法人の設立の認可及び私立幼稚園の設置、廃止等、私立幼稚園に関する各種の認可
　を私立学校審議会の意見を聴いて行うとともに、私立幼稚園に関する各種の届出事項を受
  理するほか、私立幼稚園の管理運営、学校法人化の促進等について指導助言を行った。
　令和２年度認可及び届出等件数
	(1)認可件数
	１０８件

	
	 eq \o\ad(幼稚園廃止,　　　　　　　　　　　　　　　)
※幼保連携型認定こども園への移行に伴う廃止を含む
	　　３件

	
	園則変更（収容定員）
	　　２件

	
	 eq \o\ad(寄附行為変更,　　　　　　　　　　　　　　　)
	１０３件

	
	学校法人解散
	０件


	(2) 届出件数
	３２６件

	
	園長変更
	３８件

	
	園則変更
	９８件

	
	園地園舎増減
	２３件

	
	役員変更
	１２２件

	
	理事長変更
	４３件

	
	幼稚園休園
	２件


　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　学校教育法第４、10条　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第23条、第27条の２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私立学校法第５、30、31、40の5、45、50条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行令第２条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同法施行規則第２、４、13条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合等登記令第３、６条
２　私立幼稚園新規採用教員研修事業
　　私立幼稚園新規採用教員に対し、教員の指導力及び資質の向上を図るため研修を行った。
　(1)　実施回数　　　　　　　　　　　　　　　　　　８回
　　　　公私立幼稚園合同研修　　　　　　　　　　　 ８回
　　　　私立幼稚園夏期班別研修　　　　　　　　　　 ０回
　　　　私立幼稚園秋期研修　　　　　　　　　　　 　０回
(2)　対象者　１，５５６人
３　私立幼稚園の経常費に対する助成
	年　度
	予 算 額
	補助園数
	
	

	
	
	
	決算額
	

	
	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	8,954,019千円
	194園
	8,953,783千円
	1,419,268千円

	令和元年度
	9,833,959千円
	213園
	9,833,957千円
	1,564,372千円

	平成３０年度
	11,150,864千円
	248園
	11,124,166千円
	1,756,122千円


私立幼稚園の教育条件の維持向上、保護者負担の軽減及び経営の健全化を図るため、幼稚園を設置する学校法人に対し、その運営費について補助した。
この補助は、幼稚園の規模や教員数及び財務等の状況に応じて算出した額を補助額として各学校法人に交付した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第９条
４　私立幼稚園の教育研究費等に対する助成
	区　分
	予 算 額
	補助対象園数
	申請数
	補助園数
	決 算 額

	
	宗教法人立
	―
	０園
	０園
	０園
	0円 

	
	 eq \o\ad(個人立,　　　　　　　　　　)
	―
	1園
	1園
	1園
	12,834,600円 

	令和２年度
	12,835千円
	1園
	1園
	1園
	12,835千円

	令和元年度
	13,929千円
	1園
	1園
	1園
	13,929千円

	平成３０年度
	13,892千円
	１園
	１園
	１園
	13,892千円


　　経常費助成を受けない私立幼稚園の教育条件の維持向上及び保護者負担の軽減を図るた
　め、当該幼稚園設置者に対し、直接教育の用に供する教育研究経費について補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　地方自治法第 232条の２
５　私立幼稚園の預かり保育事業に対する助成

	年　度
	予算額
	交付園数
	

	
	
	
	決算額
	

	
	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	400,100千円
	182園
	361,820千円
	178,805千円

	令和元年度
	431,260千円
	200園
	429,640千円
	213,195千円

	平成３０年度
	505,590千円
	230園
	500,560千円
	248,285千円


保護者や地域のニーズに弾力的に対応し子育て支援に資するため、幼稚園の預かり保育事業について、幼稚園設置者に対し補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第９条
６　私立幼稚園等の特別支援教育費に対する助成

	年　度
	予算額
	補助単価
	対象園児数
	

	
	
	
	
	決算額
	

	
	
	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	1,071,728千円
	784千円(2人以上)

392千円(1人)
	1,298人
	994,578千円
	481,635千円

	令和元年度
	1,078,392千円
	784千円(2人以上)

392千円(1人)
	1,192人
	916,411千円
	443,460千円

	平成３０年度
	1,071,336千円
	784千円(2人以上)

392千円(1人)
	1,130人
	861,318千円
	420,035千円


　　私立幼稚園等における特別支援教育の充実を図るため、心身障がい児を就園させている

幼稚園等を設置する学校法人に補助した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　私立学校振興助成法第９条
７　キンダーカウンセラー事業に対する助成

	年　度
	予算額
	交付園数
	

	
	
	
	決算額
	

	
	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	40,500千円
	123園
	36,770千円
	18,385千円

	令和元年度
	40,500千円
	125園
	42,640千円
	21,320千円

	平成３０年度
	40,500千円
	127園
	41,170千円
	20,585千円


　　私立幼稚園等における幼児教育の充実を図るため、キンダーカウンセラー事業に必要な経費について、幼稚園等設置者に対し補助した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　地方自治法第 232条の２
８　私立学校耐震化緊急対策事業費補助金
	区　分
	補助対象校数
	補助金額

	改修
	7園
	12,857千円

	改築
	4園
	12,416千円

	診断
	0園
	0千円

	合　　計
	11園
	25,273千円


私立学校施設の耐震化の現状とその重要性を踏まえ、私立学校施設の耐震化を促進し、生徒の安全確保の取り組みを支援するため、耐震改築工事を行う学校法人等に対し補助した。

根拠法令等　　大阪府私立学校耐震化緊急対策事業費補助金交付要綱
９　認定こども園整備等に対する助成
子どもを安心して育てることができる体制を整備するため、認定こども園の整備等に要
する費用の一部を市町村及び学校法人に対して補助した。
(1) 子育て支援対策臨時特例交付金（安心こども基金・文部科学省分）を財源とする事業

	年　度
	交付対象
	

	
	
	補助額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	―
	0千円
	0千円

	令和元年度
	2市
	5,237千円
	5,237千円

	平成３０年度
	―
	0千円
	0千円


(2)認定こども園施設整備交付金（文部科学省）を財源とする事業

	年　度
	交付対象
	

	
	
	補助額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	20市町村、2学校法人
	997,374千円
	997,374千円

	令和元年度
	18市町村、4学校法人
	691,663千円
	691,663千円

	平成３０年度
	17市町、4学校法人
	1,267,796千円
	1,267,796千円


　　　　　　根拠法令等　(1)大阪府安心こども基金特別対策事業認定こども園整備等
（文部科学省関係分）補助金交付要綱
(2)大阪府認定こども園施設整備費補助金交付要綱
(3)教育支援体制整備事業交付金（文部科学省）を財源とする事業

　ア　移行準備支援事業

	年　度
	交付対象
	

	
	
	補助額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	2学校法人
	1,084千円
	1,084千円

	令和元年度
	5学校法人
	2,221千円
	2,221千円

	平成３０年度
	16学校法人
	8,228千円
	8,228千円


イ　ＩＣＴ化支援事業

	年　度
	交付対象
	

	
	
	補助額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	44学校法人
	25,902千円
	25,902千円

	令和元年度
	37学校法人
	18,380千円
	18,380千円

	平成３０年度
	27学校法人
	13,163千円
	13,163千円


根拠法令等　　大阪府教育支援体制整備事業費補助金交付要綱
ウ　幼児教育の質の向上のための緊急環境整備事業
	年　度
	交付対象
	

	
	
	補助額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	239学校法人
７設置者（宗教法人・個人）

1国立大学法人

32市町
	393,664千円
	393,664千円

	令和元年度
	59学校法人
1国立大学法人

16市町
	11,938千円
	11,938千円


根拠法令等　　大阪府教育支援体制整備事業費補助金交付要綱

10　東日本大震災私立学校等授業料等特別減免助成
（予算額は対象全学種合計額。決算額は私立幼稚園分のみ）
	年　度
	予　算　額
	

	
	
	決　算　額
	

	
	
	
	うち特定財源

	令和２年度
	1,351千円
	0千円
	0千円

	令和元年度
	1,351千円
	0千円
	0千円

	平成３０年度
	2,441千円
	0千円
	0千円


生徒等の家計支持者が被災者となり、東日本大震災に起因する事情により授業料の納付
が困難となった児童・生徒の修学を保障するため、次のとおり学校法人を通じて授業料を
減免した。
	 　　 eq \o\ad(区分,　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助人員,　　　　　　　　　　　　)
	 　 eq \o\ad(補助金額,　　　　　　　　　　　　　　　)

	 幼稚園
	0人
	0 円

	 　　　合　　　　計

	0人
	0 円


根拠法令等　　私立学校振興助成法第10条
地方自治法第 232条の２
11　国庫補助金等交付事務
　　私立幼稚園に係る私立幼稚園施設整備費国庫補助金の経由事務は、次のとおりである。
　　○私立学校施設整備費補助金《新築・増築・改築等》

	年　度
	園　数
	補助額

	令和２年度
	19園
	136,566千円

	令和元年度
	16園
	107,553千円

	平成３０年度
	25園
	36,170千円


根拠法令等　私立学校施設整備費補助金（私立幼稚園施設整備費）交付要綱
12　施設型給付費等負担金
	年  度
	予算節
	予 算 額
	交付対象
	決 算 額

	令和２年度
	補助金
	3,863,383千円
	43市町村
	3,641,615千円

	
	負担金
	5,536,801千円
	43市町村
	5,388,730千円

	令和元年度
	補助金
	3,834,679千円
	42市町
	3,497,546千円

	
	負担金
	4,413,289千円
	43市町村
	4,163,564千円

	平成３０年度
	補助金
	3,094,655千円
	42市町
	2,947,604千円

	
	負担金
	2,894,143千円
	43市町村
	2,862,145千円


　　子どもの健やかな成長を支援するため、市町村が支弁する施設型給付費等の支給に要する経費について福祉部子育て支援課を通じて交付した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　子ども・子育て支援法
13　子育て支援施設等利用給付費負担金
	年  度
	予算節
	予 算 額
	交付対象
	決 算 額

	令和２年度
	負担金
	3,841,364千円
	43市町村
	3,780,890千円

	令和元年度
	負担金
	2,338,432千円
	43市町村
	2,220,561千円


　　令和元年10月から実施された幼児教育・保育の無償化に係る費用のうち私学助成園の保育料等の給付に要する費用及び幼稚園で実費徴収されている食事の提供に要する費用の一部について交付した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根拠法令等　　子ども・子育て支援法

令和２年度	　181千円


令和元年度　 　209千円


平成３０年度   210千円









